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1. 授業の概要（ねらい）
社会的養護の支援が必要な子どもの多くは虐待や不適切な関わりの経験から、心身に様々な困難を抱えている。そのよう
な支援を必要とする子ども達を取り巻く様々な状況を学びながら、保育士に求められる専門性について考えることを目的と
している。グループワーク等の演習授業を通して自らの意見を発言し他者の意見を聞く中で、社会的養護に求められる専
門性について深く考え続ける力を身につける。

2. 授業の到達目標
・社会的養護に求められる保育実践方法を理解し説明することができる。
・具体的な事例を通して、社会的養護の実際を学び、支援のあり方について考える。
・社会的養護にかかわる職員の専門性について学び、コミュニケーションスキルを活かして他者と協力し、チームで保育実
践を考案する力を身につける。
・社会的養護に関連する子どもや家庭、社会を取り巻く課題に気づき、その解決に向けた方法を考え続ける姿勢を持つ。

3. 成績評価の方法および基準
授業への出席・参加状況（30％）、授業内の演習等への取り組み（30％）、授業内レポート・課題レポート等（40％）を総合
的に評価する。

4. 教科書・参考文献
教科書
指定教科書なし。毎授業で資料を配布。
参考文献
ミネルヴァ書房編集部　社会福祉小六法　ミネルヴァ書房

5. 準備学修の内容
各自で授業内容の振り返りを行い（復習）、授業で提示する次回の予習内容を頭に入れて（予習）参加してください。この
授業は演習やグループワークを多く取り入れるため、自発的・積極的な参加を期待します。

6. その他履修上の注意事項
本科目では、自分自身の身近に起きていることやこれから起こる可能性がある内容を多く取り上げます。受講者自身のこ
れまでの経験や実習体験と照らし合わせて考えていく機会もあります。そのため、社会的養護に関連する書籍やニュース
等を意識しながら授業に臨んで下さい。

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション

社会的養護を必要とする子ども達について
【第２回】 子どもの権利擁護について
【第３回】 施設入所から始まる支援

アドミッションケアについて
【第４回】 日常生活支援

インケア、自立支援計画について
【第５回】 愛着障害・虐待を受けた子どもへの支援のあり方について
【第６回】 子どもへの関わり

援助と支援、自立支援について
【第７回】 治療的支援について
【第８回】 自立支援計画と内容及び支援の実際について
【第９回】 家庭関係調整・家庭支援について
【第10回】 他職種連携、他機関連携について
【第11回】 リービングケア・アフターケアについて
【第12回】 リスクマネジメントについて

被措置児童等虐待（施設内虐待）の防止
【第13回】 外部講師

「社会的養護が必要な子どもの生活と支援の実際について」
【第14回】 社会的養護の支援が必要な子どもへの支援について考える（まとめ）
【第15回】 施設保育士の専門性について　※オンライン授業回（授業内容や実施時期については初回の授業で説明します）


